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新
年
が
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
早
く

も
あ
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
13

年
が
た
つ
。
相
次

ぐ
災
害
に
よ
る
犠
牲
と
、全
国

の
被
災
者
の
切
実
な
声
が
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
改
正

さ
せ
た
。
不
十
分
な
点
も
あ
る

が
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
る
。

し
か
し
創
造
的
復
興
と
て
、大

震
災
を
口
実
に
無
駄
な
大
型
開

発
と
ハ
コ
モ
ノ
行
政
に
は
許
し

が
た
い
も
の
を
感
じ
る
▼
そ
の

代
表
格
が
神
戸
空
港
で
あ
る
。

着
工
時
の
神
戸
市
の
広
報
に

は
、「
空
港
か
ら
の
収
益
で
市

民
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
。

公
園
や
街
の
緑
に
も
貢
献
す

る
」
云
々
。
美
辞
麗
句
が
並
べ

立
て
て
あ
る
。
実
際
は
ど
う

か
。
財
政
難
と
し
て
保
育
所
の

民
営
化
や
ご
み
の
有
料
化
、
さ

ら
に
は
敬
老
パ
ス
の
廃
止
ま
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
が

並
ぶ
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
空
港
建
設
の
借
金
２
千
億

円
の
返
済
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い

な
い
。
神
戸
市
に
は
説
明
責
任

が
あ
る
▼
現
在
問
題
に
な
っ
て

い
る
県
の
新
行
革
プ
ラ
ン
と

て
、
県
民
の
医
療
福
祉
の
切
り

捨
て
。
こ
れ
も
財
政
難
が
原
因

と
の
こ
と
。
県
の
行
っ
た
創
造

的
復
興
事
業
、
明
石
海
峡
大
橋

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
を

削
り
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
橋
を

か
け
道
路
を
作
り
。
す
さ
ま
じ

い
乱
開
発
を
震
災
復
興
の
名
の

下
に
行
う
。
ま
だ
ま
だ
計
画
は

膨
ら
ん
で
い
る
。
使
い
も
使
っ

た
り
16
兆
円
を
超
え
る
税
金
▼

新
年
か
ら
不
快
な
思
い
、
思
え

ば
昨
年
を
象
徴
す
る
漢
字
と
し

て〝
偽
〟が
選
ば
れ
た
。
何
せ
一

国
の
首
相
が
、
宙
に
浮
い
た
年

金
問
題
で
自
ら
述
べ
た
公
約
を

〝
思
い
浮
か
ば
な
い
〟と
発
言
し

た
と
は
。
あ
き
れ
て
も
の
が
言

え
な
い
。
日
本
国
憲
法
に
〝
う

そ
を
つ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
〟

と
で
も
１
条
加
え
る
か
。�（
無
）

　
「
憲
法
９
条
に
は
、
権
力
者
が
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
念
入
り
に
、
念
入
り
に
『
戦
争
は
あ
か
ん
』
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
平
和
の
“
護
り
屋
”
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
」。
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
の
講
演
会
「
平
和

憲
法
で
え
え
ね
ん
」（
12
月
16
日
・
兵
庫
県
農
業
会
館
）

で
、
映
画
監
督
の
井
筒
和
幸
氏
は
、
平
和
憲
法
の
役
割
を
こ

う
解
き
明
か
し
た
。
こ
の
日
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史
的

背
景
と
戦
後
の
生
活
を
描
い
た
井
筒
監
督
の
最
新
作
「
パ
ッ

チ
ギ
！
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
の
上
映
も
行
わ
れ
、
医

師
、
歯
科
医
師
、
医
療
関
係
者
や
市
民
ら
３
２
０
人
が
参

加
。
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
語
っ
た
井
筒
監
督
の
平
和
へ

の
思
い
と
人
間
愛
に
、
参
加
者
ら
は
万
雷
の
拍
手
で
感
動
と

感
謝
の
心
を
表
し
た
。

　

「
パ
ッ
チ
ギ
！
」
制
作
の
背

景
に
つ
い
て
井
筒
監
督
は
「
日

本
の
植
民
地
化
で
、
朝
鮮
か
ら

連
行
さ
れ
た
人
た
ち
が
在
日
コ

リ
ア
ン
だ
と
い
う
事
実
を
今
の

若
者
は
知
ら
な
い
。
先
の
戦
争

で
、
い
か
に
日
本
が
朝
鮮
や
ア

ジ
ア
の
人
た
ち
の
人
権
を
踏
み

に
じ
り
、
苦
痛
を
与
え
て
き
た

か
、
あ
り
の
ま
ま
を
知
ら
せ
た

か
っ
た
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

　

同
時
に
井
筒
監
督
は
「
氾
濫

す
る
戦
争
美
化
映
画
や
戦
争
を

娯
楽
と
し
て
見
せ
る
映
画
に
対

抗
し
、
目
を
そ
む
け
た
く
な
る

よ
う
な
、
戦
争
の
本
当
の
過
酷

さ
を
描
き
た
か
っ
た
」
と
紹

介
。「
戦
争
で
死
ん
で
い
く
の

は
若
者
。
軍
隊
は
あ
く
ま
で
も

国
家
体
制
を
守
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
国
民
を
守
っ

て
は
く
れ
な
い
」
と
強
調
し
、

「
軍
隊
や
戦
争
の
実
態
は
本
当

に
悲
惨
な
も
の
。
想
像
力
を
ふ

く
ら
ま
せ
、
憲
法
９
条
を
盾

に
、
戦
争
に
導
く
動
き
を
止
め

よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会
を
代
表
し
て
永
井
和
男
兵
庫

医
科
大
学
名
誉
教
授
、
池
内
春

樹
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
。
尼
崎
医
療
生
協

病
院
の
古
家
聖
子
、
三
木
敏
功

医
師
が
井
筒
監
督
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ア
ー
を
務
め
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
恒

例
と
な
っ
た
協
会
文
化
部
主

催
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
が
、
12
月
15
日
に
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
会
員
と
家
族
、
職
員
ら

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を

家
族
、
職
員
と59

人
が
参
加
し
た
。
会
場

は
、
１
９
８
０
年
代
に
デ
ィ

ス
コ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

「
キ
ー
ノ
ー
ツ
の
間
」。
シ

ッ
ク
で
お
洒
落
な
雰
囲
気
が

漂
う
な
か
、
参
加
者
は
お
い

し
い
食
事
と
ス
テ
ー
ジ
演

奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。

　

北
井
明
理
事
の
司
会
の
も

と
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
加

藤
隆
久
文
化
部
長
が
文
化
部

の
活
動
を
紹
介
し
、
池
内
春

樹
理
事
長
が
１
年
間
の
協
会

活
動
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

芦
屋
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
活

動
を
行
っ
て
い
る
バ
ン
ド

「The W
ood Stock

」
に
よ

る
演
奏
は
、
昔
懐
か
し
い
オ

ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
や
ジ
ャ
ズ
の

ほ
か
、
会
場
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
も
応
え
、
参
加
者
は

素
敵
な
歌
声
と
演
奏
に
酔
い

し
れ
た
。

　

林
祐
介
理
事
の
司
会
で
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、

高
級
国
産
牛
や
、
カ
ニ
鍋
セ

ッ
ト
、
ホ
テ
ル
の
食
事
券
な

ど
豪
華
景
品
を
め
ぐ
っ
て
会

場
は
大
盛
り
上
が
り
と
な
っ

た
。

　

曲
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

に
変
わ
り
、
大

森
公
一
理
事
扮

す
る
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
す

と
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
。

参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
来
年
も

家
族
で
参
加
し

た
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た

（
参
加
者
感
想

文
を
後
日
掲

載
）。

（上）プレゼントを抱え大森サンタが今年もや
って来た　（下）おいしいお酒と料理に大満足

琶
湖
疎
水
の
水
道
橋
や

紅
葉
の
美
し
い
境
内
を

散
策
し
、
歌
舞
伎
「
楼

門
五
三
桐
」
で
石
川
五

右
衛
門
が
見
栄
を
切
る

場
面
で
有
名
な
三
門
の

前
で
記
念
撮
影
し
た
。

　

祇
園
に
あ
る
舞
扇
堂

で
は
扇
子
作
り
を
体
験

し
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
、
個
性
あ
る
世
界
に

た
っ
た
ひ
と
つ
の
扇
子

の
絵
柄
を
作
成
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
紅

葉
が
き
れ
い
だ
っ
た
」

「
扇
子
作
り
は
初
体
験

で
緊
張
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

で
は
、
雨
月
弁
当
を
賞
味
。
南

禅
寺
方
丈
の
拝
観
の
あ
と
、
琵

ん
だ
。

　

京
都
東
山
の
南
禅
寺
八
千
代

原
幸
義
副
支
部
長
が
ツ
ア
ー
団

長
を
務
め
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー

山
崎
蒸
留
所
で

は
、
工
場
ス
タ

ッ
フ
か
ら
ウ
イ

ス
キ
ー
製
造
工

程
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
数

種
類
の
形
の
蒸

留
釜
や
無
数
の

樽
が
眠
る
貯
蔵

庫
な
ど
を
見

学
。
試
飲
で

は
、
山
崎
の
原

酒
だ
け
で
造
ら

れ
た
シ
ン
グ
ル

モ
ル
ト
ウ
イ
ス

キ
ー
の
洗
練
さ

れ
た
味
を
楽
し

歌舞伎「楼門五三桐」で有名な三門の前で

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
11
月
23

日
に
、
恒
例
の
秋
の
バ
ス
ツ
ア

ー「
サ
ン
ト
リ
ー
工
場
見
学
と

東
山
南
禅
寺
、
扇
子
作
り
体

験
」
を
開
催
。
会
員
や
家
族
、

職
員
ら
26
人
が
参
加
し
た
。
河

平和への熱い思いを語った井筒和幸監督

１・17　阪神・淡路大震災
メモリアル行事のご案内
◆大震災13年交流会
　「大震災13年　被災者の今を語る」
　16日（水）18時30分～　神戸市勤労会館４階
◆大震災13年・ながたメモリアルウォーク
　17日（木）９時30分～　長田民商事務所集合
◆市民追悼のつどい
　17日（木）10時～12時　神戸市勤労会館３階
◆大震災13年メモリアル集会
　17日（木）13時～17時　神戸市勤労会館７階
　講演「災害復興支援」
　　　「地震活動期の日本列島と原発」

　後期高齢者医療制度について
考える「景品付クイズハガキ」の
ご活用と、マル老やマル乳など
を削減する県新行革プランの反
対署名にご協力ください。

景品付クイズハガキ　
新行革プラン反対署名

ぜひご協力を！

詳細は、☎078－393－1803　高山まで

姫路・西播支部　秋のバスツアー

県医師九条の会　井筒和幸映画
監督講演会

文
化
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー


